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現
代
の
平
和
学
で
は
、
平
和
は
「
戦
争

の
な
い
状
態
」
か
ら
一
歩
進
ん
で
、「
暴
力

の
な
い
状
態
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
「
暴
力
」
と
い
う
の
は
、
人

の
命
を
奪
っ
た
り
、
傷
つ
け
た
り
す
る
行

為
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
く
、
人
間

の
能
力
が
豊
か
に
花
開
く
の
を
阻
ん
で
い

る
原
因
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。「
暴
力
」に

は
、
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
誰
が
誰
に
暴
力
を
働
い
て
い

る
か
が
わ
か
る
「
直
接
的
暴
力
」
で
、
戦

争
や
核
兵
器
は
最
も
荒
々
し
い
直
接
的
暴

力
で
す
が
、
殺
人
事
件
や
い
じ
め
も
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。

　

二
つ
め
は
「
構
造
的
暴
力
」
で
、
社
会

の
あ
り
方
（
構
造
）
に
深
く
根
ざ
し
た
原

因
に
よ
っ
て
人
間
の
可
能
性
が
奪
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
戦
争
や
紛
争
で
命
を
失

う
人
が
年
間
数
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
、

食
料
が
な
く
て
飢
え
死
に
す
る
人
は
数
百

万
人
〜
千
数
百
万
人
（
平
均
四
秒
に
一
人
）

に
も
及
び
ま
す
。
こ
れ
で
は
、た
と
え「
戦

争
」
で
は
な
く
て
も
、「
平
和
」
と
は
言
え

な
い
─
そ
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
五
月
〜
二
〇
〇
九
年
六
月

の
六
年
間
に
イ
ラ
ク
で
殺
さ
れ
た
市
民
が

八
〜
九
万
人
な
の
に
、
日
本
で
自
殺
し
た

人
の
数
は
十
九
万
七
千
人
。
生
き
る
希
望

を
奪
っ
て
い
る
日
本
社
会
は
、
構
造
的
な

暴
力
に
満
ち
満
ち
て
い
る
非
平
和
的
な
社

会
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

貧
困
・
差
別
・
人
権
抑
圧
・
環
境
破
壊
・

医
療
や
教
育
の
遅
れ
な
ど
は
、
み
な
構
造

的
暴
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

三
つ
め
は
「
文
化
的
暴
力
」
で
、
直
接

的
暴
力
や
構
造
的
暴
力
を
正
当
化
し
た
り
、

助
長
し
た
り
す
る
文
化
の
あ
り
方
で
す
。

　

血
液
型
で
人
間
を
決
め
つ
け
る
よ
う
な

考
え
方
も
、
皮
膚
の
色
や
人
種
や
宗
教
に

よ
っ
て
人
を
見
立
て
る
差
別
的
人
間
観
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
、
文
化
的
暴
力
性
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
和
を
「
能
力
の
全
面
開
花
を
阻
む
原

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
��
�
��
�
	


�
�


�
��
�


�


��

�
�
��
�
�
�
	


�
�


��
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

��

������������
������������ !�

��
��������������
���

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
「
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
過
剰
報
道
の
問
題
」

が　

・
6
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
障
が

58
い
が
あ
る
人
の
人
権
に
関
す
る
問
題
」
が

　

・
0
％
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

40話
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
」
が　

・
8
％

39

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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「
育
児
・
家
事
・
高
齢
者
の
介
護
な
ど
、男

性
と
女
性
が
共
同
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

就
労
環
境
や
社
会
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
」が　

・
5
％
で
最
も
多
く
、次

57

い
で「
就
職
時
の
採
用
条
件
・
仕
事
内
容
・

昇
給
昇
進
に
お
け
る
男
女
差
な
ど
、職
場

に
お
け
る
男
女
の
待
遇
の
違
い
」
が　

・
46

2
％
、「〈
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
〉な
ど
、性

別
に
よ
る
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
考

え
方
」
が　

・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

34

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
親
が
子
ど
も
の
食
事
な
ど
の
世
話
を

し
な
い
な
ど
育
児
を
放
棄
す
る
」が　

・
6
52

％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
親
が
子
ど
も
に

暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
暴
言
を
吐
い
て
身
体

的
・
心
理
的
に
虐
待
す
る
」
が　

・
3
％
、

51

「
子
ど
も
同
士
が〈
暴
力
〉や〈
仲
間
は
ず

れ
〉、〈
無
視
〉な
ど
の
い
じ
め
を
す
る
」
が

　

・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

36
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「
家
庭
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る

制
度
が
十
分
で
な
い
」が　

・
2
％
で
最
も

45

多
く
、次
い
で「
働
け
る
場
所
や
能
力
を
発

揮
す
る
機
会
が
少
な
い
」
が　

・
6
％
、

35

「
悪
徳
商
法
や
詐
欺
な
ど
に
よ
る
被
害
が

多
い
」
が　

・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

27
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「
働
け
る
場
所
や
能
力
を
発
揮
す
る
機

会
が
少
な
い
」が　

・
6
％
で
最
も
多
く
、

53

次
い
で「
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、お
互
い
に
ふ
れ
あ
い
理
解
を
深
め

る
よ
う
な
機
会
が
少
な
い
」
が　

・
6
％
、

37

「
道
路
の
段
差
解
消
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、そ
の
他
障
が
い
の
あ
る
人
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
や
住
宅
づ
く
り
が
進

ん
で
い
な
い
」
が　

・
9
％
と
な
っ
て
い

34

ま
す
。
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「
い
わ
ゆ
る
同
和
地
区
へ
の
居
住
の
敬

遠
」が　

・
5
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
結

31

婚
問
題
で
の
周
囲
か
ら
の
反
対
」
が　

・
28

9
％
、「
わ
か
ら
な
い
」
が　

・
6
％
と
な
っ

24

て
い
ま
す
。
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「
言
葉
の
違
い
で
情
報
が
伝
わ
り
に
く

い
」が　

・
9
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
外

33

国
人
と
日
本
人
が
、お
互
い
に
ふ
れ
あ
い

理
解
を
深
め
る
よ
う
な
機
会
が
少
な
い
」

が　

・
0
％
、「
文
化
な
ど
の
違
い
に
よ
り

27
地
域
社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
」
が

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
人
権
問
題
に
関
す
る
講

演
会
や
研
修
会
へ
の
参
加

経
験
」に
つ
い
て
、「
参
加
し

た
こ
と
は
な
い
」が　

・
6
％

71

で
最
も
多
く
、次
い
で「
何
回

か
参
加
し
た
」
が　

・
7
％
、

22

「
よ
く
参
加
し
た
」
が
２
・
9

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
調
査
と
比
較
す
る

と
、男
女
と
も
に「
参
加
し

た
こ
と
は
な
い
」が
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
主
催
し
た
学
校
で
の
講
座
や
研
修
会
」

は
前
回
調
査
よ
り
7
・
1
ポ
イ
ン
ト
下
が

り
、「
職
場
や
職
場
団
体
で
の
講
演
会
や
研

修
会
」は
6
・
7
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
の
啓
発
活
動
で
参
加
・
活
用

し
た
い
も
の
に
つ
い
て
は
、「
市
の
広
報
紙

や
冊
子
な
ど
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
」が

　

・
6
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
映
画
・
ビ

44デ
オ
な
ど
視
聴
覚
教
材
を
利
用
し
た
啓
発

活
動
」
が　

・
4
％
、「
講
演
会
・
研
修
会
な

28

ど
に
よ
る
啓
発
活
動
」
が　

・
0
％
と
な
っ

23

て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
条
約
・
法
令
等
の
認
知

度
は
、「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法（
一
九
八

五
年
）」が　

・
2
％
で
最
も
多
く
、次
い
で

83

「
個
人
情
報
保
護
法（
二
〇
〇
三
年
）」
が

　

・
3
％
、「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法（
二
〇
〇

73〇
年
）」
が　

・
6
％
で
し
た
。

67

　

講
演
会
等
の
参
加
状
況
別
に
み
る
と
、

す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
、認
知
度
は
参

加
し
て
い
る
人
の
方
が
参
加
し
て
い
な
い

人
よ
り
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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因
」
と
し
て
広
く
理
解
す
る
見
方
は
、「
な

る
ほ
ど
」
と
思
わ
せ
る
反
面
、「
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
気
分
も
も
た

ら
し
が
ち
で
す
。
暴
力
が
な
く
な
っ
た
と

し
て
も
、
次
の
瞬
間
か
ら
、
差
別
や
対
立

の
感
情
が
芽
生
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か

－

そ
う
感
じ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、

人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
の
原
因
を
し
っ

か
り
見
据
え
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の

主
体
的
な
努
力
が
生
き
生
き
と
息
づ
い
て

い
る
状
態
こ
そ
が
平
和
だ
と
い
う
「
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
平
和
観
」
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
し
ょ
う
。

　

平
和
を
築
く
た
め
に
は
、
現
実
を
見
据

え
る
市
民
た
ち
の
目
と
、
積
極
的
・
主
体

的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
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本
市
の
人
権
教
育
・
人
権
推
進
懇
話
会

会
長
で
も
あ
る
平
沢
安
政
大
阪
大
学
教
授

の
ご
指
摘
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、今
回

の
調
査
で
、人
権
問
題
に
関
す
る
啓
発
活

動
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ら
の
研
修
会
に
参

加
し
た
経
験
が
あ
る
人
ほ
ど
、人
権
を
身

近
に
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
通
じ
て
研
修
会
に
参
加

す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
、重
要
で
す
。

　

特
に
、人
権
を「
わ
が
事
で
も
あ
る
」と

身
近
な
問
題
と
し
て
認
識
で
き
る
よ
う
に

す
る
工
夫
を
通
じ
て
、自
治
会
な
ど
地
域

レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
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　「平和への祈りと願い」を込め
て、平和の鐘を高らかに鳴らし
ましょう。
　奮って、ご参加ください。
���　８月15日（日）
　　　　①午前11時45分～
　　　　②午後０時15分～１時
���　市民センター本館玄関
　　　　横の“優愛の鐘”前
���　①平和の鐘を鳴らす
　　　　②軽食付きのイベント
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�　９月４日（土）午前10時～11時30分　
�　ウィザスあしや　���　０歳から
前までの親子・先着20組（プレパパ、プレマ
）　������　｢絵本で子育て｣センター
お　�����　講座名・
・氏名・子どもの名前と年
齢・電話（ファクス）番号を
し、はがき・電話・ファクス
は下記窓口へ

������
�������	
����

���　８月28日（土）午
後１時30分～３時　��
�　市民センター音楽室
���　北浦洋子（バイオ
リン）、藤井快哉（ピアノ）　
���　バイオリン・ソナ
タ／浜辺の歌／夏の思い
出　ほか　����　500円　�����
事業名「公民館音楽会」・住所・氏名・電話番
号・参加人数を記入し、８月17日（火）まで
に、はがきまたはファクスで下記へ

�������������������
������������������	
��
	����

�����

�������	
��

���　８月22日（日）午
前10時～午後１時　��
�　市民センター料理室
���　小学生以上の児
童と保護者12組〈先着順〉
����　600円（保険料
含む）　����　エプロ
ン・三角巾　�����　
８月13日（金）までに電話
で下記へ

�����
��������
��������������

�

�������　高座の滝から
�� � � � �　岸惠子講演会「私の歩いた道、そして今」
　　　　　　　　リヨン少年合唱団・芦屋少年少女合唱団交歓コンサート
　　　　　　　　第32回 芦屋サマーカーニバル
��������　打ち水大作戦 in 芦屋
�� � � ��自然観察ガイドブック「芦屋の自然」発売中!
　　　　　　　　秋のアートフリーマーケット出店者募集
�������　写真で振り返る「芦屋市制の70年」
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④18:15
⑤22:45
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　市では、民間活力による住民サービスの向上と経費の削減を図るため、
芦屋市立美術博物館について指定管理者を募集します。
　提出書類等の詳細は、募集要項または市ホームページをご確認ください。
�����　美術博物館の利用許可、利用料の収納、資料等の展示、施設の
　　　　　　維持管理などの施設全般の管理運営
�����　美術館・博物館の管理運営業務に意欲を持ち、施設を安全かつ
　　　　　　円滑に管理運営できる法人または団体（個人は不可）
�����　平成23年４月１日～平成26年３月31日（３年間）
�����　８月２日（月）から19日（木）までの平日・執務時間内に、生涯
　　　　　　学習課で配布　＊市ホームページでもご覧いただけます。
�����　提出書類を、９月１日（水）から10日（金）までの平日・執務時間
　　　　　　内に、生涯学習課へ持参（※郵送ではお受けできません）
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���　８月11日（水）午後２時～４時　���　篠原嘉
彦当館事務局長（「読売ライフ」の人気コラム『赤筆診療た
ん』筆者）　���　16人　����　2,500円　����
�　上記へ
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���　８月18日～29日（＊最終日は午後３時まで）　�
��　「絵手紙の華の舞台に有難う」と題した絵手紙展
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���　①８月21日（土）②22日（日）／午後２時～４時　
���　①世界にひとつのうちわ作り②初めての絵手
紙 　���　「KOBEまなびすとネット」生涯学習市民講
師・坪田千鶴子氏　������　①親子（小学３年生以
上）10組20人②一般16人　����　①親子1,500円/子ど
も1,000円②1,000円/＊材料費含む　�����　上記へ
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���　９月１日～３月２日（第１水曜日・全６回）午前
10時～11時30分　���　19世紀から20世紀初頭の英米
文学に出てくる食物から、時代背景や文化の違いを模索
する①「風と共に去りぬ」と「若草物語」②「不思議の国の
アリス」と「小公女セーラ」③「大草原の小さな家」コーン
ブレッドづくり④シャーロック・ホームズVSエルキュー
ル・ポアロ⑤ハイジの白パンとマルコのぶどう酒⑥谷崎
をはじめとした日本の文豪とハイカラ洋食　���　
「うはらホームカフェ」主宰・丘野池青氏　����　６
回分13,800円/各回2,300円　�����　上記へ
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���　８月23日（月）午前10時～正午　���　ウィザス
あしや　���　子育て中の親（祖父母も含む）　����
�　２歳以上就学前児・先着８人（１人300円）　�����
８月２日（月）から上記へ
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���　８月２日～30日（平日・第１土曜日）　���　
男女共同参画社会の実現を目指す登録グループの紹介展
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　ごみや空き缶のポイ捨て・無断の張り紙・はみ出
し看板の設置はやめましょう。また、自転車のはみ

出し駐車は、歩行者
の通行の妨げとなり
危険です。
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　11月16日～18日/２歳児の親子・３組/1,000円
�������	
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　10月12日～14日/１歳児の親子・２組/1,000円
�������	
���

����������
　10月20日～22日/１～３歳児の親子・各１組/1,000円
�������	
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���������
��
　11月８日～10日/２歳児の親子・２組/1,000円
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������　はがきかファクスに、住所・保護者名・電
話番号･児童名（生年月日）･兄弟姉妹の有無・アレルギーの
有無･『体験保育』を明記し、８月８日（日）〈消印有効〉まで
に各保育所（１カ所のみ）へ。希望者多数の場合は抽選。
結果は参加者のみ８月20日までにはがきで通知。
���������������	�
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������　第１・３木曜日
�������	
����������毎週木曜日
�������	���　毎週水曜日
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　いじめ・いやがらせ、名誉棄損、信用問題、その他人
権に関することでお困りのかたは、人権相談をご利用く
ださい。秘密は厳守しますので、どなたでもお気軽にご
相談ください。《予約制》
���　８月10日（火）・24日（火）午後１時～４時（＊原則
１人１時間）　���　市役所北館２階会議室２　��
���人権擁護委員（法務大臣委嘱）　������当日
の午前中までに下記へ
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�����　10月16日（土）・17日（日）午前10時～午後５時　
���　美術博物館前庭　����　広い範囲で個人の創作
活動から生まれる作品（例：絵画、彫刻、彫金、縫物、染織、陶芸、
版画、写真、木工、手芸、粘土、ガラス、その他手工芸など）※骨
董・リサイクル品・古着等の既製品は不可　�������　
２日間通して出店できる営利目的でないかた、約50店。原則、
作者（グループ）が直接店頭で販売すること　����　２日
間の売り上げの15％　������所定の申込書に必要事項
を記入し、販売予定の作品２～３点の写真（返却不可）を添え、
８月16日（月）＜必着＞までに下記へ
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就学前
マ可）
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住所・
齢月齢
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